
　
世
界
で
大
地
震
な
ど
災
害

か
粍
次
い
で
い
る
。
民
放
対

立
な
ど
に
根
ざ
し
た
内
戦
も

瀕
発
し
て
い
る
。
肉
親
や
家

を
失
い
、
苦
難
の
生
酒
を
余

倣
な
く
さ
れ
た
人
々
を
救
お

う
と
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
・

岡
山
市
、
菅
波
茂
代
燃
か

ら
医
師
や
看
肢
姉
ら
か
飛
び

出
し
て
い
く
。
シ
リ
ー
ズ
企

画
「
国
際
貢
献
パ
ワ
ー
・
お

か
や
ま
は
戴
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

か
ら
の
郵
告
」
の
四
回
目
は
。

医
師
ら
と
と
も
に
現
地
に
駆

け
つ
け
、
診
厭
超
勤
を
舞
台

裏
で
支
え
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
コ

『
Ｉ
デ
ィ
ネ
（
ｊ
タ
ー
の
活
躍
を

紹
介
す
る
ズ
文
中
敬
称
隨
）

コ
レ
ラ
に

国
際
貢
献
パ
ワ
ー
お
か
や
ま
は
勣
Ｋ

回
薗
晋
」

　
菊
池
邪
飛
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
ヨ
ー

ヂ
ゴ
キ
タ
・
こ
を
つ
と
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ベ

　
横
浜
市
出
荷
4
4
鴫
速
信
工
事

の
技
術
秀
応
戦
か
続
く
ア
ン
ゴ
ラ

　
（
南
西
ア
フ
リ
カ
）
で
の
帰
還
難
民

緊
急
裁
板
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
昨
夏

か
ら
病
院
の
再
建
や
住
民
の
慨
原
状

態
の
買
萱
な
ど
に
あ
た
り
、
今
年
１

月
2
7
Ｅ
に
帰
国
し
た
。

　
２
月
初
め
、
岡
山
市
槍
律
の
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
本
剖
に
菊
池
の
姿
か
あ
っ
た
。

久
し
植
り
の
８
本
の
秀
本
部
の
仕

事
を
手
伝
い
な
が
ら
、
″
岡
山
て
の

骨
休
み
’
を
楽
し
む
。

　
そ
の
菊
池
の
む
と
に
、
束
京
・
匡

分
寺
市
か
ら
懐
か
し
い
顔
が
訪
ね
て

き
ち
畝
川
多
香
子
。
3
2
鍬
。
菊
池

と
と
も
に
ア
ン
プ
ラ
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
昨
年
Ｈ
月
ま
で
参

加
し
た
Ｉ
護
易
だ
。

　
熱
帯
の
ア
ン
ゴ
ラ
。
人
□
杓
子
二

百
八
十
万
人
。
真
っ
赤
な
夕
陽
が
大

ラ
リ
ア
、
肺
炎
…

栄
養
失
調
の
子
供
も

西
洋
に
沈
み
、
首
都
ル
ア
ン
グ
は
緑

の
大
木
が
街
路
奮
邪
る
。
だ
が
ご
』

の
美
し
い
国
べ
2
0
年
も
続
く
内
戦

で
荒
れ
果
て
て
い
焉

　
デ
ン
ゴ
ラ
の
人
た
ち
は
元
気
だ

ろ
う
恋
。
ニ
人
は
再
会
を
喜
ぴ
な

が
侃
今
な
お
苦
焼
に
苓
り
す
異
国

の
難
民
ら
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
ち

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
ル
ア
ン
タ
は
人
□
約
二
百
万
人
。

そ
れ
か
国
内
難
民
の
糎
入
で
三
百
万

人
に
も
膨
れ
上
か
っ
て
い
る
。

　
貧
し
い
症
愕
上
半
身
裸
の
子
供

匂
水
道
は
あ
る
か
二
日
に
一
回
心

か
水
か
出
家
ゼ
ル
の
二
階
以
上
に

は
上
か
ら
な
い
。
下
町
は
包
括
排
水

を
た
れ
流
し
。

　
一
－
新
座
状
態
は
日
本
の
獣
欲
の
よ

う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
」
と
菊
池
。
1
1

月
か
ら
４
月
の
雨
期
に
は
コ
レ
ラ
が

は
や
る
。

　
昨
年
７
月
に
ア
ン
ゴ
ラ
入
り
し
た

菊
池
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
診
探
知
点
探

し
に
奔
走
し
た
。
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
入

っ
て
い
な
い
地
域
を
週
び
た
い
。
だ

が
、
現
政
府
９
愈
地
と
反
政
府
勢

力
の
叉
配
地
が
複
雑
に
入
り
乱
れ
、

治
安
は
悪
い
。
８
月
に
入
っ
た
歌
川

ら
と
力
を
合
わ
せ
、
ル
ア
ン
ダ
か
ら

北
鮑
八
百
♂
の
サ
ン
ザ
ポ
ン
ボ
と
い

う
周
辺
人
口
十
万
人
の
町
に
、
廃
屋

同
然
の
内
院
か
見
付
か
っ
た
の
は
、

も
う
９
月
後
半
に
な
っ
て
い
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
平
屋
の
病
院
は
破
壊
つ
く
さ
れ
て

い
た
。
草
根
か
あ
っ
て
、
れ
ん
か
の

趾
か
あ
る
く
ら
い
。
ペ
ッ
ド
ー
つ
な

く
、
霊
気
も
な
い
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
も

診
原
器
具
も
、
な
に
む
な
か
っ
た
。

　
コ
レ
ラ
に
マ
ラ
リ
ア
、
肺
炎
、
結

核
…
。
早
供
は
栄
繋
失
調
で
老
人
の

ＡＭディネーター(中央、

よ
う
な
犀
を
し
て
い
る
。

　
「
と
に
か
く
、
薬
と
医
者
か
く
れ

ば
助
け
ら
れ
る
人
間
か
い
る
」

　
「
百
人
死
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
、

六
十
人
で
わ
啓
瓦
れ
ぱ
」

　
菊
池
ら
の
連
絡
か
岡
山
の
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
本
邸
に
届
き
、
菅
眩
り
が
医
師
ら

体
。
そ
れ
で
知
肪
れ
る
旱
壽
は
日
ご

と
に
増
え
、
一
日
二
百
人
を
超
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
現
地
の
公
用
語
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

だ
。
1
3
年
前
に
仕
事
で
ア
ン
ゴ
ラ
に

い
た
菊
池
は
、
少
し
は
話
せ
る
。
薬

や
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
’
―
ム
の
食
料
、
発
電

機
の
燃
料
な
片
物
資
の
確
保
、
車
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
政
府
と
の
又
渉
な

ど
に
走
り
回
っ
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
チ
ー
ム
に
無
表
情
だ
っ

た
サ
ン
ザ
ポ
ン
ボ
の
人
た
ち
が
、
笑

顔
を
見
せ
だ
し
た
。
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

や
ヤ
シ
辰
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
患

者
も
い
る
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
に
は
日
本
り
大
使
館
な

ア
ン
ゴ
ラ
内
戦

||
ま
り
ー
一
つ
の
解
放
戦
線
か
誕
生
。

7
5
年
に
現
政
権
の
ア
ン
ゴ
ラ
解
放
人

民
運
動
が
独
立
宣
言
し
た
か
、
他
の

解
放
戦
線
と
の
円
瓢
が
ぽ
っ
発
し
、

い
っ
た
ん
和
平
か
実
現
し
た
も
の
の

再
燃
。
9
4
年
、
国
運
の
仲
介
で
苓
戦

が
発
効
し
、
国
連
ア
ン
ゴ
ラ
監
視
団

が
活
動
し
て
い
る
。

ど
は
な
い
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
扨
こ
の
ア
ン

ゴ
ラ
帰
菖
罠
緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
Ｊ

ク
ト
に
医
師
、
看
護
鰻
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ら
計
六
人
を
派
濫
（
２
月

番
君
）
し
た
。
そ
の
】
人
、
カ
ナ

ダ
人
の
医
師
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
機
関

誌
「
国
際
医
原
協
力
」
に
、
こ
う
投

稿
し
て
い
る
。

　
「
ア
ン
ゴ
ラ
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活

動
展
開
は
、
非
常
に
歓
迎
さ
れ
て
い

る
。
人
里
筋
の
必
瓢
佳
か
迫
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
、
こ
の
地
昿

に
は
世
界
の
援
助
国
で
あ
る
日
本
か

ら
の
代
表
が
他
に
い
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
」
「
絶
望
的
に
弱
り
切
っ

て
い
る
こ
の
地
蔵
に
、
大
き
な
幼
け

と
な
る
で
あ
る
っ
」

レtlji？｡，

芦邪まん題
こ家矢い、厳寒t

帯
。
日
干
レ
ン
ガ
と
木
材
の
家
屋
は

無
残
に
倒
れ
、
病
院
や
学
校
は
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
。
夜
は
氷
点
下

1
2
武
に
下
が
る
厭
寒
。
食
料
と
薬
が

足
り
な
い
。
廃
虚
と
化
し
た
村
で
、

毛
布
で
過
ご
す
人
々
は
、
ま
ん
延
す

（
　
Ｑ
ｒ
Ｒ
一
陣
出
角
医
師
の
岩
毛
市
、
靴
な
ど
岡
山
県
民
か
ら
寄
せ
る
肌
邪
に
苦
し
ん
で
い
た
。

匹
　
永
資
隆
｛
’
ｆ
て
岡
山
市
＝
ら
三
人
が
ら
れ
た
品
物
で
、
積
み
込
み
に
は
主
　
余
震
か
続
き
、
安
永
や
菊
池
ら
は

i
.
｡
｡
｡
｡
.
I
S
薗
薦
薯
｛
石
１
浩
司
恋
。
婦
ら
ボ
ラ
ン
ー
テ
ィ
ア
ガ
か
け
｀
つ
μ
現
地
に
入
れ
尨
貼
。
重
傷
者
が
次
々

　
　
　
７
日
。
第
こ
陣
出
勤
。
医
師
、
看
た
。
　
　
’
　
　
　
に
遠
ぴ
込
ま
れ
る
馬
明
で
岩
永
は
治

　
　
簑
栖
ら
計
七
人
。
そ
の
中
に
菊
池
も
　
被
災
地
は
昆
明
の
北
の
山
岳
地
療
を
手
伝
い
、
菊
池
は
救
援
物
資
の

　
２
月
３
日
。
中
国
・
粟
席
書
北
部

で
大
地
震
発
生
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
、
死
者
二
百
五
十
二
人
、
負
傷
者

一
万
四
千
人
、
全
壊
三
十
八
万
戸
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
緊
急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
日
を
開
け
ず
に
始
ま
っ
た
。

　
５
弓
第
一
陣
出
角
医
師
の
岩

入
っ
た
。
菊
池
の
岡
山
で
の
″
冬
休

み
″
は
す
ぐ
に
終
わ
っ
た
。

　
1
1
日
。
救
援
物
資
坪
泳
乗
せ
た

チ
ャ
ー
タ
ー
機
が
岡
出
居
か
ら
霖

雨
循
の
循
都
・
昆
明
へ
。
抗
生
物
質

や
点
隋
セ
ッ
ト
、
そ
れ
に
衣
料
品
、

毛
布
、
靴
な
ど
岡
山
県
民
か
ら
寄
せ

仕
分
け
作
業
な
ど
に
当
た
っ
た
。

　
i
i
j
M
s
S
p
t
r

a
1
4

見
で
「
家
屋
や
李
校
の
再
建
は
長
期

化
か
予
想
さ
れ
る
」
と
報
告
し
た
。

　
こ
の
震
災
で
霖
雨
管
へ
入
っ
た
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
最
初
だ
っ
た
。

雲
所
管
政
府
か
ら
昿
謝
状
か
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
に
贈
ら
れ
、
菊
池
ら
に
は
上
海
民

生
局
か
ら
栄
誉
章
か
陶
う
ｎ
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
、
多
忙
抵
郡
め
て

い
る
。

　
【
１
月
】
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ピ
ナ
で
の

医
癈
叉
瓢
ノ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
蚤
蔀
。

医
師
ら
一
天
を
派
遣
。

　
【
２
月
】
粟
南
貿
緊
急
救
援
に
続

い
て
、
菅
歌
と
医
師
山
本
秀
警
高

山
市
孔
雀
哲
、
ア
フ
リ
カ
の
ザ
ン

ビ
ア
ヘ
保
健
医
療
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

旅
立
つ
。
2
7
日
、
中
国
・
四
川
香
と

青
海
省
の
大
雪
災
害
で
衣
料
な
ど
救

援
物
資
―
茫
を
広
島
空
港
か
ら
発

送
。
2
9
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
イ
リ

ア
ン
ジ
ャ
ヤ
で
起
き
た
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
フ
・
○
の
地
震
被
災
者
救
呪
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
。

　
【
３
月
】
１
日
、
四
川
省
・
青
海

嘗
の
大
髭
災
害
で
軟
暖
物
資
―
茫
を

広
島
琵
懸
か
ら
送
る
。

　
ア
ジ
ア
の
医
師
ら
か
涯
携
す
る
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
。
活
動
の
舞
台
は
広
が
り
、

中
国
に
も
初
め
て
入
っ
ち

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
菊
池
は
、
大
手
電
気
メ
ー
カ
ー
の

契
約
社
員
と
し
て
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
一
時
帰

国
し
て
い
た
9
4
年
、
ル
ワ
ン
ダ
で
の

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救
援
活
動
を
知
吼
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
入
っ
た
。

　
「
自
分
の
長
い
人
生
の
中
で
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
で
の
時
は
繊
得
の
な
い
期
間

で
す
」
と
菊
池
。

　
’
３
月
１
日
。
菊
池
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
ヘ
飛
ひ
、
軟
吸
活
動
を
一
迦
間
行

っ
て
賑
同
体
む
ま
む
な
く
2
2
民

再
び
ア
フ
リ
カ
ヘ
出
発
す
る
。



Ａ
　
ｉ
Ａ
目
匹
　
　
　
’

叫
代
の
要
請
〃
に
合
っ
た

広
い
視
野
も
つ
人
材
育
成

　
拝
啓
菅
波
先
生

　
　
　
１
９
９
６
年
１
月
2
9
日

　
１
９
９
５
年
度
プ
ト
ロ
ス
・
ガ

リ
寅
を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
、
も
豆
度
お
祝
い
を
甲
じ
上

げ
ま
す
。

　
あ
な
た
や
、
他
の
受
貧
者
に
対

大学の成功祈る

　　　国連事務紬長　犬

プトロス･プトロス･ガリ

し
こ
羅
お
渡
し
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

　
あ
な
た
か
岡
山
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国

際
大
学
の
設
立
を
煕
害
れ
る
こ

と
は
有
望
で
あ
り
、
景
も
推
呉
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
大
学
の
最
も
重
要
な

使
命
は
、
学
問
的
専
門
知
識
と
技

　
発
信
元
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
国
連

の
マ
ー
ク
が
入
っ
た
そ
の
フ
ァ
ク
ス

に
は
、
『
プ
ト
ロ
ス
・
プ
ト
ロ
ス
・

が
目
こ
と
著
名
か
あ
る
。

　
「
ガ
リ
≒
世
界
の
平
和
に
心
を

く
だ
く
国
連
事
務
総
長
そ
の
人
で
あ

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
の
菅
波
茂
｛
四
九
｝

ａ
医
師
丿
同
山
市
＝
2
S
9
’

「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
ぎ
（
仮
称
）
構

想
を
評
価
し
た
う
え
で
、
ｉ
業

の
成
功
を
祈
念
し
ぎ
と
結
ん
で
い

術
的
熱
線
と
、
平
和
の
推
濡
と
国

際
協
力
へ
の
強
固
な
責
任
感
と
を

適
切
に
併
せ
持
ち
、
特
に
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
を
支
持
す
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
目
標
は
、
任
務
を

遂
行
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
任
意
団
体
と

ま
す
ま
す
協
力
す
る
国
連
の
目
標

と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リり〃

体
験
を
項
む
。
教
職
員
は
国
運
や
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
外
国
の
大
学
と
連
携
し
て
世

界
か
ら
公
募
す
る
、
と
い
う
計
画
。

　
「
学
生
は
高
校
卒
業
生
だ
け
で
な

く
社
会
人
、
帰
国
子
女
、
留
学
生
・
り

ｔ
ハ
歓
迎
。
定
員
、
’
股
立
場
所
な
ど

煮
詰
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の

開
学
膏
の
ざ
す
」
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

事
務
局
長
の
近
灘
祁
次
９
ニ
）
Ｕ
岡
山

市
ｌ
ｎ
。
ガ
リ
国
運
事
務
総
長
か
ら
の

。
エ
ー
ル
″
を
薯
ぴ
な
が
ら
デ
ス
ク
に

書
類
を
積
み
上
げ
、
文
部
省
へ
の
大

学
設
置
申
請
の
準
備
に
追
わ
れ
る
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
な
ぜ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
「
国
際
大
学
」

を
つ
く
る
の
か
１
。

　
国
境
な
き
医
師
団
（
バ
リ
）
な
ど

世
界
に
多
く
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
あ
る

中
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
「
警
霧
海
」

が
得
意
。
大
地
震
や
民
族
紛
争
で
犠

牲
者
が
出
る
と
、
「
七
十
二
時
間
以

内
の
活
動
開
始
」
目
指
し
て
医
師
や

看
護
婦
ら
が
飛
び
出
し
て
い
く
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。
ル
ワ
ン
ダ
。

サ
ハ
リ
ン
、
中
国
・
・
『
医
師
は
荒
原
し

た
被
災
地
や
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
、
赤

道
直
下
の
テ
ン
ト
の
診
療
所
で
コ
レ

ラ
や
赤
痢
と
懲
っ
。
現
地
に
根
を
お

ろ
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
だ
が
そ
の
陰
に
、

医
師
の
よ
う
に
診
療
は
し
な
い
も
の

の
ヨ
ー
デ
ィ
↑
タ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
の
活
躍
か
あ
る
こ
と

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
緊
急
援

助
活
動
か
発
生
す
る
と
医
師
ら
と
共

に
現
地
に
飛
ぶ
。
悲
痛
な
叫
び
が
上

㈹

訂浅駆

か
否
か
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
次

第
だ
」
と
強
調
す
る
菅
呵
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
つ
と
ま
る
に
い
視
野

を
持
つ
人
材
Ｉ
屁
す
る
「
国
原
大

学
」
放
屁
構
想
が
郡
年
持
1
＆
M
S
p

た
背
景
に
賎
幾
多
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
帰
路
し
た
菅
波
ら
の
晋
っ
し
た

思
い
が
あ
っ
た
の
愕

　
　
＊
　
＊
　
＊

　
国
際
貢
猷
と
地
域
お
こ
し
。
「
世

界
が
必
要
と
す
る
岡
山
弓
そ
わ
が

岡
山
に
本
部
を
置
く
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
原

点
」
。
菅
波
の
口
癖
だ
。
だ
か
ら
、

　
「
国
際
大
学
」
の
設
置
場
所
も
岡
山

県
内
に
重
心
を
か
け
今

　
数
十
偉
円
に
上
る
と
馬
ら
れ
る
事

業
費
を
ど
う
調
達
す
る
耐
学
生
が

集
ま
る
だ
る
っ
ｙ
卒
業
生
の
進
路

は
確
保
で
き
る
の
鴛

　
「
課
題
は
山
積
し
て
い
る
’
一
（
近

藤
事
務
局
畏
）
中
で
、
反
響
は
大
き

か
っ
た
。
「
時
代
の
要
請
に
合
っ
た

１
ィ
ア
団
体
で
す
。
し
か
し
、
活

動
し
て
い
る
の
は
医
師
や
看
護

整
薦
翻
訳
、
ワ
ー
プ
ロ
入
寂

企
署
・
胤
事
の
準
備
、
ア
マ
チ

勣
し
て
い
る
の
は
医
師
や
看
護
　
ュ
ア
峨
縁
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

聘
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
通
雄
・
・
な
ど
で
す
．
緊
急
飲
浸

ん
．
主
婦
や
栄
生
、
会
社
員
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
皆
咲
か
ら

お
年
寄
り
ヽ
・
・
い
　
　
　
　
　
　
　
寄
せ
・
り
れ
た
枚

目
ｍ
圀
一
一
ぶ
ｍ

本
部
事
務
局
で
　
　
　
　
　
　
・
け
作
業
な
ど
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
お
願
い
す
る
仕
事

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
一
般
事
務
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

ー
の
覇
業
聘
肪
や
発
送
、
資
料

ユ
ニ
ー
ク
な
大
学
’
一
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
意
識
の
高
揚
な
ど
波
及
効
果
は
大

き
い
‘
「
市
活
性
化
に
役
立
つ
≒

県
内
市
町
の
酋
長
や
企
画
担
当
者
が

関
心
を
寄
凭
誘
致
の
打
診
や
問
い

合
わ
せ
は
十
件
を
超
え
ち

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
設
立
か
ら
1
2
『
バ

あ
り
ま
哭
多
く
の
方
に
お
手

ほ
い
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
本
当

に
肋
か
り
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
ｔ
Ｏ
８

Ｓ
‘
２
８
４
・
７
７
３
０

方
が
よ
い
’
】

　
準
施
は
約
一
時
間
半
、
自
身
か
飛

び
込
ん
で
行
っ
た
ル
ワ
ン
ダ
難
民
や

仮
神
’
淡
路
大
震
災
の
緊
急
救
援
の

ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
違
憲
や
活
動
を
語
る
。

　
膜
薦
の
具
の
優
し
い
自
。
ソ
フ
ト

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
若
さ
で
国
原
人
道
な
口
『
だ
が
、
津
油
の
講
演
に
は

援
助
に
飛
び
出
し
で
き
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
体
験
か
臣
蚕
れ
る
返
カ
が
あ
る
。

は
今
、
「
国
原
大
学
」
の
’
芦
実

現
と
い
う
新
た
な
挑
瓢
に
踏
み
出
し

て
い
灸

　
若
い
母
親
八
十
八
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

医
師
の
津
曲
兼
司
？
九
）
の
話
に
。
身

じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
に
関
苧
ハ
っ
鳥

　
２
月
1
0
日
、
総
社
麿
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

協
鱗
偕
蹴
委
員
会
が
同
市
立
図
書

館
三
階
で
閲
い
た
講
演
痩

　
「
因
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
何
か

し
て
あ
げ
た
い
気
持
ぢ
が
裕
一
る
。

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
。
自
分

が
役
立
つ
の
が
う
わ
し
い
」

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の
た
め

に
す
る
も
の
。
成
防
し
よ
う
が
失
敗

し
よ
う
が
、
あ
と
で
自
分
の
成
長
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
ぃ

り
無
償
の
行
為
だ
け
ど
、
ぶ
の

報
酬
″
が
得
一
り
れ
る
」

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
原
則
か

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
相
手
の
自
立
を

肋
け
る
こ
と
。
例
え
ば
、
織
を
須
る

よ
り
魚
の
釣
竺
ぶ
教
え
て
あ
げ
た

集
ま
っ
た
巴
風
う
の
心
に
、
誕
夕

か
刻
み
込
ま
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
　
　
＊
　
＊
　
＊

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
は
、
講
演
依
戦

が
数
多
く
芦
い
込
む
。
今
年
２
月
は

二
十
丘
統
雄
勁
の
ほ
か
曾
腰
湯
や

事
務
局
員
ら
も
出
掛
け
た
。

　
依
頼
は
小
・
中
学
校
や
高
校
、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
衆
人
ク
ラ
ブ
な
ど
か

穴
Ａ
y
x
G
I
R
f

K
I
駄
の

離
民
キ
ャ
ン
プ
や
大
地
震
の
被
災
池

で
懇
命
に
取
り
組
ん
だ
医
療
援
助
な

ど
の
体
験
迄
こ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ー
少
を
訴
え
る
。

　
溝
更
芯
あ
と
、
本
郷
に
は
手
紙

な
ど
で
惑
想
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
「
自
分
ち
何
か
を
し
た
い
’
一
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
栄
§
己
酋
足
の
た
め
だ

け
に
し
て
き
た
が
、
相
手
の
自
立
を

肋
け
る
ち
の
だ
と
蜀
い
て
そ
の
週
り

だ
と
思
っ
た
」
ぶ
の
報
酬
が
あ
る

素
清
ら
し
い
ち
の
だ
と
知
っ
た
」

　
ど
の
手
紙
に
も
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構

置
を
き
っ
か
け
に
、
庖
り
勤
か
さ
れ

た
真
し
な
思
い
が
撮
ら
れ
て
い
灸

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
が
、
岡
山
で

広
が
っ
て
い
灸
ア
ム
ダ
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
そ
れ
が
う
れ
し
い
。

１
を
つ
く
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
学
の
生
徒
は
、
必

ず
や
あ
な
た
の
指
導
か
・
り
非
常
に

多
く
を
学
ぶ
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

私
は
、
彼
ら
が
こ
の
組
織
に
対
し

て
貢
献
す
る
こ
と
混
得
し
て
い

ま
す
。

　
あ
な
た
の
こ
の
事
業
の
成
功
を

祈
念
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
列
島
か
寒
波
に
襲
わ
れ
た
１
月
3
1
た
。

日
夕
方
。
岡
山
市
楢
譚
の
医
院
に
あ
　
　
＊
　
＊
　
＊

る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
、
一
枚
の
英
又
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
字
」
と
は
、

フ
ァ
ク
ス
が
入
っ
て
き
た
。
　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
″
国
際
貢
献
の
プ
Ｆ

養
成
を
狙
い
に
設
立
構
想
を
池
め
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
。
菅
波

が
昨
年
夏
に
国
連
ガ
リ
賞
を
受
賞
し

た
縁
で
、
「
世
界
に
も
例
か
な
い
Ｎ

Ｇ
Ｏ
に
よ
忌
ハ
学
を
つ
く
る
」
（
菅

波
）
と
い
う
構
想
を
。
ガ
リ
国
連
事

務
総
長
か
知
っ
て
い
た
の
だ
。

　
「
大
学
」
で
は
外
国
語
を
集
中
的

に
学
び
、
国
際
法
や
社
会
学
、
宗
教

学
も
身
に
付
け
る
。
海
外
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
や
国
連
・
国
際
機
関
で
実
習

国
際
貢
献
パ
　　　　ｱｼﾞｱ医師連絡協議会ワ　AMOAからの

金偏浪合

Ｊｉｋ

ポ

ｌ

轜告，

ｼﾘｰｽﾞ･企画N｡｡4

助
け
合
っ
て
生
き
て
こ
そ
幸
せ

　
　
靉
齢
肛
鯉
器
加
百
智
津
子
さ
ん

た
ヨ
本
に
住
む
私
た
ち
の
中
に
、
喊

蜀
心
で
す
ま
す
風
潮
が
あ
り
は
し
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
の
生
き
方
を
見
て
育
つ
子
奘
た

ち
に
現
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。

世
界
の
刄
冠
ち
に
笑
顔
が
戻
る
に
出
掛
け
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
中
国
・
賀
　
地
球
現
罠
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
岡

ま
で
頑
張
る
。
脈
社
で
の
講
慨
で
津
南
省
の
地
暴
災
池
へ
送
蜃
接
吻

曲
先
生
は
こ
う
暫
托
ま
し
ち
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の
た
め
に
す
る

も
の
、
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ヘ
の
考
え
方
が
変
わ
り
、

神
髄
岑
教
え
ら
れ
た
よ
う
で
し
歿

　
私
は
講
演
会
の
翌
日
、
岡
山
空
港

１
お
か
や
ま
は
動
く

資
の
仕
分
け
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
鳥
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
は
″
他
人
事
〃
の
よ
う
な
惑

じ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
奈
に
行
勣

在
に
な
り
、
ま
た
ズ
ぞ
充
実
感
が

広
が
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
搭
茫
は
、
災
害
や
紛
争
な
ど
で

命
の
危
倹
に
さ
・
り
さ
れ
、
逃
げ
ま
ど

う
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
恵
ま
れ

山
で
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動

を
遣
じ
て
、
私
誓
叉
人
。
そ
し
て

子
ど
ら
た
ち
が
、
世
界
で
邨
‐
石
て

い
る
こ
と
に
関
心
屋
号
、
世
界
的

な
助
け
合
い
に
か
か
わ
ワ
て
い
け
る

な
ら
す
ぽ
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
人
道
吸
肋
を
展
開
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
お
話
を
問
い
て
み
た
い
、
と
詞
い

た
講
演
会
で
し
た
が
、
「
人
は
助
け

合
っ
て
生
き
て
こ
そ
幸
竺
と
考
え

さ
せ
う
杓
だ
一
時
間
半
で
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
ご
震
見
、
ご
惑
息
藍
ヱ
記

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
〒
７
０
０
岡
山
市
柳
釘
２

－
１
１
’
３
山
蜃
新
聞
社
広

告
局
「
ア
ム
ダ
一
一

Λ
企
亭
制
作
山
陽
新
聞
社
広
告
局
Ｖ
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